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□ 会社概要                 □□□ 
 

《認証登録事業所》 

社   名： オリイメック株式会社本社 

 代 表 者： 代表取締役社長 杉 本 誠 夫 

 所 在 地： 〒259-1198 神奈川県伊勢原市鈴川６  

 環境管理責任者： 取締役常務執行役員管理本部長 髙畠 一 

        （連絡担当者） 管理本部総務部次長 阿部有恒 TEL 0463-93-0811(代) 

 事 業 内 容： プレス加工自動化装置、物流自動化装置の製造および販売  

 従 業 員： １９３名（平成２０年 １２月現在）  

 出 荷 高： ４５９，８１２万円（平成２０年度） 

 工 場 規 模： 本   社   敷地６,６００㎡ 建屋６,５７０㎡ 

        本社（第２工場）所在地：神奈川県伊勢原市鈴川４３（オリイテクノ株式会社含む） 

敷地３,１３１㎡ 建屋１,８２４㎡ 

            

《オリイメック株式会社（全体）》 

社   名： オリイメック株式会社 

 代 表 者： 代表取締役会長 武 田 節 彌 

        代表取締役社長 杉 本 誠 夫 

 創   立： 昭和３７年７月  

 資 本 金： １４億９,１２５万円  

 事 業 内 容： プレス加工自動化装置、精密ばね成形機、物流自動化装置ほかの製造および販売  

 従 業 員： ２９１名（平成２０年 １２月現在）  

 本   社： 〒259-1198 神奈川県伊勢原市鈴川６  TEL 0463-93-0811(代)  

 川口事業所： 〒333-0845 埼玉県川口市上青木西１－１７－２４ TEL 048-256-3511(代)  

 営 業 所： 郡山営業所 太田営業所 埼玉営業所 諏訪営業所 新潟出張所 神奈川営業所 

        浜松営業所 豊田営業所 名古屋営業所 

        大阪営業所 岡山出張所 福岡営業所 広島出張所 

 グループ子会社： 〔製造〕 

         オリイ精機株式会社（鳥取県鳥取市） 

         オリイテクノ株式会社（神奈川県伊勢原市） 

         広州欧立机電有限公司（中国広東省広州市） 

        〔販売〕 

         Oriimec Corporation of America （アメリカ・ケンタッキー州）    

         Oriimec Corporation of Singapore Pte.Ltd. （シンガポール）    

         Oriimec (Thailand) Co.,Ltd. （タイ）    

         欧立美克香港有限公司（香港）    

         欧立美克(上海)貿易有限公司（中国上海）    

         欧立美克(上海)貿易有限公司東莞分公司（中国広東省東莞市） 

 親 会 社： 株式会社名村造船所（大阪市西区/大阪証券取引所一部上場） 
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□ 環境管理体制               □□□ 

 

 

 

 

                                                       2007. 5.14制定 

                                                       2008. 1. 1改定 

                                                       2008. 7. 1改定 

エコアクション２１（環境経営システム）推進組織

※1生産本部のうち、オリイ精機、ＯＣＧは含まない

※2国内営業本部のうち、東日本営業部（神奈川営業所除く）、中部営業部、西日本営業部は本社に含まない

※3海外営業本部のうち、ＯＣＡ、ＯＣＳ、ＯＣＴ、ＯＣＨ、ＯＣＳＨは含まない

ｴｺｱｸｼｮﾝ21推進委員会

環境管理責任者

代表者

営業部門 技術部門

ｴｺｱｸｼｮﾝ21推進事務局
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Ａ
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営
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(

本
社

)

※
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□ 役割、責任および権限           □□□ 
 

責 任 者 役 割 、 責 任 お よ び 権 限 

社     長 ・環境方針を発行する 

・環境マネジメントシステムの見直し 

・環境マネジメントシステム運用のための人的資源および専門的技能、 

 技術並びに資金の確保を行う 

・環境マネジメントプログラムの承認をする 

・環境目標の承認をする 

・緊急事態発生時の統括者として総指揮をする 

・不適合および是正の計画内容の承認をする 

・環境管理責任者を任命する 

環境管理責任者 ・環境マネジメントシステムの確立、実施、維持をする 

・法規制登録に関する承認および社長への報告をする 

・環境マネジメントプログラムの推進と社長への報告をする 

・社内外の環境管理に関する情報を統括する 

・緊急事態における対応･対策訓練実施の指示をする 

・環境マネジメントプログラムの見直しをする 

・不適合および是正並びに予防措置の計画内容の実施の指示をする 

・環境マネジメントシステムの運用状況を社長に報告する 

・緊急事態発生時の統括者代理として指揮する 

・環境管理に関する教育、訓練計画を承認する 

部 門 責 任 者 ・部門内の運用、監視、測定、環境関連情報、是正処置における統括 

 をする 

エコアクション２１

推進委員会 

・環境マネジメントシステムの構築、実行推進ならびに運営全般の審議、 

 方針を決定する 

エコアクション２１

推進委員会事務局 

・外部や行政機関からの問い合わせに対する窓口 

・各種資料の作成、文書の保管 

・社内からの情報収集、情報提供 
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□ 環境方針                 □□□ 
 

 

 

《基 本 理 念》 

オリイメック株式会社本社は、主としてプレス加工自動化装置、 

物流自動化装置の製造、販売を行うにあたり、環境に関する法規制 

を遵守し、また自社内の環境負荷低減に継続的に取組み、環境保全 

に配慮した企業活動を行うことで社会へ貢献し、この美しい伊勢原 

の環境を未来へ引き継いでいきます。 
 

 

《行 動 指 針》 

１．自社内での環境負荷を把握し、その負荷低減を進めます。 

２．環境に関連する法規制、条例を遵守します。 

３．省エネルギー、リサイクル活動に積極的に取り組みます。 

４．全社員へ環境保全の啓蒙活動を行い、意識向上を図ります。 

５．この環境方針は、全社員への周知徹底を図ると共に、外部 

からの要求に応じていつでも公開します。 

  

２００７年 ５月１４日制定 

                 
 

代表取締役社長 杉 本 誠 夫 
 



-6- 

□2008年環境目標および実績          □□□ 
 

環境活動実績 

   

2008年1月から12月の活動結果は次のとおりである。     

      

   

 

二酸化炭素排出量としては、1％削減の目標達成となったが、その算出の元となるエネルギー

の使用においてガソリンおよびＬＰＧが目標の１％削減を達成することができなかった。 

 また、廃棄物等総排出量においても目標値を達成することができなかった。 

 これらにおいては、目標の基準値設定にあたり半年間のデータ把握の後、年換算して決定し

た基準であり、時期的変動分の見越しができなかったこと、当活動を通して意識の高まりとと

もに収集するデータの精度が高まってきたことで、実績が目標を上回る要因となっていること

が大きいと考えられ、2008年の実績をもって 2009年度目標を設定し、再度削減活動に取り組

む。 

 また、その他の項目については、当活動の浸透と意識の高まりにより、特に節電において効

果があったと考えられ、その実績を基準値に更に１％の削減活動に取組む。 

２００８　オリイメック環境活動進捗管理表（2008年12月迄）

2007年度 2008目標値

基準値 1％減

二酸化炭素排出量 kg-Co2 547,152 541,680 497,283 108.93%
　　購入電力量 kwh 1,182,132 1,170,311 1,117,998 104.68%
　　ガソリン L 16,099 15,938 20,426.64 78.03%
　　軽油 L 2,563 2,537 2,239.95 113.26%
　　LPG kg 260 257 335.1 76.69%
　　灯油 L 4,370 4,326 3,502.0 123.53%

２ 廃棄物等総排出量 ｔ 66 65 66.4 97.89%
３ 総排水量(水の消費） ｍ3 1,786 1,768 1762 100.34%

４ 循環型社会形成のための社会貢献 実施率100%

1/30、2/29、3/28、4/30、5/30、
6/27､7/30、8/29､10/8､10/30、
12/3、12/30にｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ﾃﾞｰによる工業団地内歩道清掃の実
施。
6/1河川クリーン作戦、11/9大山ｸﾘｰ
ﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝに参加（実施率100％）

環境目標
1月～12月
累計

2008
目標達成率

１
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□ 2008年環境活動の取組み結果とその評価   □□□ 

 活動から一年が経過し、全体的に取り組みの実施度は伸びてきている。 

 ただし、各項目の実施度合いが５０％に達する項目に変化がないため、引き続き留意して取組みに 

努める。 

「情報提供、社会貢献、地域の環境保全」での実施度合いが他の項目より顕著に低いため、今年度

の取り組み課題とする。 

 

＜＜推進活動＞＞ 

１月 昨年より引き続きデータ収集を行いながらも、新たなデータ収集方法導入の準備を行った。 

２月 新たなデータ収集方法導入の準備を行い、３月から実施のための周知、説明会を行った。 

３月 データ把握については電力使用量等各部門において新たな方法にて3月より実施した。 

 電力、ガソリン、軽油等各部門でも削減のための施策を考え実施を始めた。 

エコドライブの推進を行った。各車両に「エコドライブ１０のすすめ」を掲示。 

各部門においてゴミの分別パトロールの結果をもってゴミの分別教育を行なった。 

     エコキャップ運動活動実績 （エコキャップ４、２００個 ワクチン５．３人分） 

 

＜＜環境教育訓練＞＞ 

＊１２月１１日(木) コンサルタントを招き事務所全社員対象に環境教育についての講義を実施。 

１２４名  

＊１２月１９日(金) 廃棄物置場における廃油流出処理訓練を実施。４５名 

＊推進活動ゴミ分別実施の定着及び分別教育のため、月１度 各部門においてゴミの分別パトロール

を実施。 

 

＜＜地域・社会貢献＞＞ 

＊１月から毎月クリーンアップボランティアデーと称し、以下の日程で近隣の歩道清掃を実施した。 

＊例年、伊勢原市の主催する次の環境保全活動に参加しており、今年度も継続して参加した。 

2008年  6月 1日(日) 河川クリーン作戦（渋田川 道灌橋から上流、下流に１ｋｍ）  

    2008年 11月 9日(日) 大山クリーンキャンペーン（下社～見晴台～大山ケーブル駅） 

１月度 １月３０日(水) ４月度 ４月３０日(水) ７月度 ７月３０日(水) １０月度 １０月３０日(木)
２月度 ２月２９日(金) ５月度 ５月３０日(金) ８月度 ８月２９日(金) １１月度 １２月　３日(水)雨天順延のため
３月度 ３月２８日(金) ６月度 ６月２７日(金) ９月度 １０月８日(水)雨天順延のため １２月度 １２月２５日(木)

活動前
'08年
4月

活動後
'08年
12月

活動前
'08年
4月

活動後
'08年
12月

活動前
'08年
4月

活動後
'08年
12月

省エネルギー、新エネルギー使用の拡大 7 8 18 18 38.9 44.4

省資源、グリーン購入 6 7 22 22 27.3 31.8

節水、水の効率利用 5 6 8 8 62.5 75.0

二酸化炭素の排出抑制、大気汚染の防止 21 22 26 26 80.8 84.6

化学物質の管理の徹底 13 14 16 16 81.3 87.5

製品設計に当たっての環境配慮 20 21 36 36 55.6 58.3

廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理 47 51 72 72 65.3 70.8

輸送に伴う環境負荷の低減 18 18 26 26 69.2 69.2

建築物の建設、解体などの環境配慮 3 3 4 4 75.0 75.0

環境保全のための仕組み、体制の整備 59 61 82 82 72.0 74.4

環境教育、環境保全活動の推奨等 7 10 24 24 29.2 41.7

情報提供、社会貢献、地域の環境保全 5 6 20 20 25.0 30.0

合　　　　　計 211 227 354 354 59.6 64.1

チェック結果の点数

環境活動へのインプット、アウトプットに関する項目

満点の場合の点数 実施度合(％)
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□ 2009年環境目標および環境活動計画     □□□ 
№

取
組
項
目

環
境
目
標

施
策

主
管
部
署
対
象
部
署
1
月
2月
3
月
4月
5
月
6月
7月
8月
9月
10 月

11 月

1
2

月

目
標
値
　
49
2
,3
10
Kg
-
Co
2

基
準
値
　
49
7
,2
83
Kg
-
Co
2

１
％
削
減

目
標
値
　
1,
1
06
,8
18
kw
h

・
指
定
し
た
項
目
の
使
用
量
の
把
握

総
務
部

全
部
署

基
準
値
　
1,
1
17
,9
98
kw
h

・
総
使
用
量
お
よ
び
特
定
の
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
照
明
の
使
用
量
把
握

１
％
削
減

･
各
部
門
･
部
署
に
お
け
る
節
電
活
動

・
各
部
門
･
部
署
に
お
い
て
目
標
を
掲
げ
節
電
活
動
を
実
施
す
る

･
で
き
る
だ
け
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
機
器
を
導
入
す
る

・
電
気
機
器
購
入
の
際
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
機
器
も
検
討
し
、
価
格
、

　
仕
様
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
購
入
す
る

ガ
ソ
リ
ン

目
標
値
　
20
,2
22
L

基
準
値
　
20
,4
27
L

１
％
削
減

･
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯
油
使
用
量
の
把
握

総
務
部

全
部
署

軽
油

目
標
値
　
2
,2
18
L

基
準
値
　
2
,2
40
L

１
％
削
減

･
各
部
門
･
部
署
に
お
け
る
削
減
活
動

灯
油

目
標
値
　
3
,4
67
L

基
準
値
　
3
,5
02
L

１
％
削
減

・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
燃
費
の
良
い
運
転
）
の
実
施
を
す
る

目
標
値
　
1
74
4ｍ
3

･
使
用
量
の
把
握

総
務
部

全
部
署

基
準
値
　
1
,7
62
ｍ
3

･
節
水
活
動
の
Ｐ
Ｒ

１
％
削
減

･
各
部
門
･
部
署
に
お
け
る
削
減
活
動

目
標
値
　
6
5
t

・
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

製
造
部

全
部
署

基
準
値
　
6
6
ｔ

・
廃
プ
ラ
の
分
別
を
行
い
、
適
正
な
処
分
(
再
生
、
最
終
処
分
)
を
す
る

生
産
管
理
部

１
％
削
減

総
務
部

4
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め

の
社
会
貢
献

実
施
率
１
０
０
％

･
環
境
美
化
活
動
の
月
１
回
の
実
行

･
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
へ
の
参
加
(
６
月
)

･
大
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
(
１
１
月
)

総
務
部

全
部
署

5

日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
よ
る

エ
コ
マ
シ
ン
の
開
発

2
機
種

①
Ｒ
Ｙ
Ｎ
ロ
ボ
ッ
ト

1
月
　
デ
ー
タ
取
り
、
検
証
　
2
月
　
申
請
処
理

②
レ
ベ
ラ
フ
ィ
ー
ダ

1
月
～
1
0
月
　
試
作
機
製
作
 
1
1
月
　
デ
ー
タ
取
り
、
検
証
　
1
2
月
　
申
請
処

理

総
務
部

技
術
部

6
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
の
推
進
川
口
事
業
所
認
証
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
･
推
進
組
織
の
立
案

・
認
証
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成

総
務
部

川
口
事
業
所

２
０
０
９
．
２
．
１
８
作
成

1 2 3

総
排
水
量
の
削
減

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
1
2
％
減
）

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
3
2
％
減
）

1
)
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減 (1
～
2
月
累
計
実
績
  
2
6
％
減
）

2
)
電
気
使
用
量
削
減

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
2
2
％
減
）

3
)
燃
料
使
用
量
の
削
減

ガ
ソ
リ
ン

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
2
9
％
減
）

軽
油

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
7
2
％
減
）

灯
油

(1
～
2
月
累
計
実
績
  
1
％
減
）
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□ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無    □□□ 
 

 自主的に遵守状況をチェックした結果、環境関連法規への違反はありません。 

  なお、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間受けておりません。また訴訟等もありません。 

 

 

 

 

 

 


